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交流センター　始動 交流センター　始動 交流センター　始動 交流センター　始動 
駅
前
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
 

駅
前
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
 

　　　　　　　　　 
 
○情報発信 

デジタルサイネージを活用した観光情報や地域情報、工業団地の情報などの発信 

○コワーキングスペース 
フリーで仕事をしている人やクリエイター、起業家などが情報交換、打ち合わせ、商談
などを行う場を提供 
高校生、大学生のための学習スペースとしても活用 

○２階テラスの活用 
日常的には一般開放 
バーベキューやビアガーデンなど、貸しスペースとしての活用も可能 

○キッチン・カフェスペース 
飲料・軽食の提供、地産地消イベントやパーティの開催 
福崎町での開業希望者のチャレンジショップとして活用 

○物販スペース 
町の産品を使用した商品・サービスを紹介（販売） 
福崎町での開業希望者のチャレンジショップとして活用 

○イベントの開催 
異業種交流会、若手社員研修、学生と企業のマッチング、子育て世代向けイベント、各
種セミナーなど、神戸新聞社の既存事業と連携した交流イベントの開催 

　川観光交流センター 

 
 ○

開
館
時
間
 

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
 

 ○
休
館
日
 

　
　
年
末
年
始
 

　
　
（
12
月
29
日
〜
翌
年
１
月
３
日
）
 

 
 ○

ま
ち
の
観
光
、
産
業
情
報
を
発
信
し
、
町
民

及
び
来
訪
者
の
交
流
の
場
と
し
て
に
ぎ
わ
い

の
創
出
を
図
る
。
 

 ○
町
民
に
愛
さ
れ
、
多
様
な
人
々
が
交
流
し
、

駅
前
の
に
ぎ
わ
い
を
促
進
す
る
施
設
運
営
を

目
指
す
。
 

神戸新聞グループのメディア力や企画力を生かした取組みを実施 
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6月定例会 

第485回 
定例会 

駅前観光交流センター・ 

2つの観光 2つの観光 2つの観光 2つの観光 

ミニキッチン ミニキッチン 

会議室 

PS

竪 樋 

コワーキングスペース 
兼 

イベントスペース 

多目的スペース 

多目的スペース 

物販スペース 

情報コーナー 

交流　　 
スペース 

チャレンジ 
ショップ　 事務所 

シェアキッチン 案内受付　 
カウンター 



6月定例会 
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　６月定例会は６月７日に招集され、２０日まで
の１４日間の会期で開きました。今定例会では、
町長から報告５件、議案１２件が上程され、慎
重に審議を行いました。 

　審議の結果、いずれの議案についても全員賛
成で原案のとおり同意・可決しました。 
　また、一般質問は６月１８日に行われ、議員
５名が町政全般にわたり質問しました。 

指定管理者を（株）ＰＡＧＥに決定 指定管理者を（株）ＰＡＧＥに決定 指定管理者を（株）ＰＡＧＥに決定 指定管理者を（株）ＰＡＧＥに決定 
駅前観光交流センター 駅前交流広場 

㈱ＰＡＧＥを選定した理由 

管理を行わせる施設及び指定期間  

㈱ＰＡＧＥの概要 

　㈱ＰＡＧＥは、古民家の活用に取り組む一般社
団法人ノオトと㈱神戸新聞社の共同出資により平
成３０年１２月に設立されたまちづくり会社です。
古民家や文化財の面的な活用と地域のにぎわいづ
くりに取り組んでいきます。観光の活性化では、
神戸新聞グループの旅行事業の強みも生かしてい
くとしています。 
　平成３１年１月２１日に、都市再生特別措置法に
基づき、地域のまちづくりを担う法人として福崎
町が「都市再生推進法人」に指定しています。 

社　　　名 

所　在　地 

代表取締役 

設立年月日 

 

 
事 業 内 容 

株式会社ＰＡＧＥ 

西田原１５０６番地１ 

箸本史朗（神戸新聞社） 

平成３０年１２月２５日 

古民家等の活用 

情報発信 

観光、旅行 

コンサルタントなど 

　川観光交流センター 

名称 

駅前観光交流センター 

福崎駅前交流広場 

　川観光交流センター 

指定期間 

令和元年７月１日～令和６年３月３１日 

令和元年１０月１日～令和６年３月３１日 

令和元年７月１日～令和６年３月３１日 

・㈱ＰＡＧＥの構成員である㈱神戸新聞社は、情報発信や旅行事業の実績が豊富であり、神戸新聞グ
ループのメディア力や企画力を生かした観光交流センターの管理運営が期待できる。 
・㈱ＰＡＧＥの構成員である一般社団法人ノオトは、古民家や文化財の活用において実績が豊富かつ
国とともに検討を進める有識者であり、今後進める大庄屋三木家住宅や旧　川郵便局の保存・活用
を行う能力を有する。 
・町の都市再生推進法人（まちづくり分野において行政の補完的機能を担う団体）である。 
・一般社団法人ノオトと㈱神戸新聞社は、福崎町文化観光まちづくり協議会の委員として、一年間に
わたり町とともに各施設の利活用方策について検討してきた。 
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神
戸
新
聞
グ
ル
ー
プ
の
メ
デ
ィ
ア
力
や
企
画
力
を
生
か
し
た
取
組
み
を
実
施
 

 ○
情
報
発
信
　
 

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
た
観
光
情
報
や
地
域
情
報
な
ど
の
発
信
 

○
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
 

各
種
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
神
戸
新
聞
社
の
既
存
事
業
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
 

○
飲
食
　
 

福
崎
町
で
の
開
業
希
望
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
活
用
 

開
業
当
初
は
飲
料
や
軽
食
を
提
供
し
、
将
来
的
に
は
地
元
食
材
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で

福
崎
の
食
の
魅
力
を
内
外
に
Ｐ
Ｒ
 

○
物
販
　
 

福
崎
町
で
の
開
業
希
望
者
に
よ
る
地
域
資
源
を
使
用
し
た
商
品
の
テ
ス
ト
販
売
 

　辻川観光交流センターの利活用（イメージ） 　辻川観光交流センターの利活用（イメージ） 　辻川観光交流センターの利活用（イメージ） 　　川観光交流センターの利活用（イメージ） 

　
川
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
 

　
川
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
 

 
 ○

　
川
界
隈
の
魅
力
を
高
め
、
交
流
の
場
と
し
て
に
ぎ
わ
い

の
創
出
を
図
る
。
 

 ○
特
産
品
等
を
活
用
し
た
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
。
 

厨房 

飲食スペース 

物販スペース 

事務所スペース 

情報コーナー 
交流スペース 

 
 
○開館時間　午前１０時～午後６時 
 
○休 館 日　水曜日 

（国民の休日にあたる場合は、その日 　後において最も近い休日でない日　） 



　
２
つ
の
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
と
福
崎
駅
前
交
流
広
場
の
指
定
管

理
者
の
指
定
は
、
完
成
の
目
途
が
つ
い
た
福
崎
駅
周
辺
整
備
事
業

に
魂
を
入
れ
る
た
め
の
議
案
で
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
拠
点
と
し

て
、
福
崎
町
の
交
流
、
観
光
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
指
定
管
理
期
間
の
考
え
方
は
。
 

　
こ
の
事
業
は
新
た
な
取
組
み

で
あ
り
、
事
業
効
果
を
検
証
し

な
が
ら
改
善
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
は
一
定
の
期
間
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
５
年
と
し
ま
し

た
。
 

　
本
件
は
一
般
的
な
指
定
管
理

業
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
原
則
で

あ
る
５
年
を
超
え
る
事
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
大
庄
屋
三
木
家
住

宅
や
旧
　
川
郵
便
局
の
よ
う
に
、

指
定
管
理
者
が
初
期
投
資
を
負

担
す
る
よ
う
な
事
業
に
つ
い
て

は
、
投
資
回
収
期
間
と
し
て
５

年
を
超
え
る
期
間
を
認
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

地
域
振
興
課
長 

　
こ
れ
か
ら
備
品
整
備
を
行
う

事
と
な
る
た
め
、
取
得
時
期
や

取
得
金
額
、
管
理
区
分
等
を
明

確
に
し
た
備
品
台
帳
を
作
成
し
、

協
定
に
基
づ
き
運
用
し
て
い
き

ま
す
。
 

　
修
繕
費
の
費
用
負
担
を
規
定

し
て
い
る
備
品
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
 

地
域
振
興
課
長 

　
例
え
ば
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る

場
合
は
そ
の
利
用
者
の
み
と
な

り
ま
す
が
、
通
常
は
自
由
に
立

ち
入
り
で
き
ま
す
。
駅
か
ら
の

眺
望
を
見
渡
せ
る
場
所
と
し
て

自
由
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
駅
前
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
２

階
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
へ
は
無
料
で

立
ち
入
り
で
き
る
の
か
。
 

地
域
振
興
課
長 

　
指
定
管
理
者
か
ら
協
定
に
基

づ
き
事
業
報
告
の
提
出
を
受
け
、

適
正
な
管
理
が
で
き
て
い
る
の

か
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、

議
会
に
も
報
告
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
予
算
や
決
算
な
ど
、
事
業
の

チ
ェ
ッ
ク
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
の
か
。
 

技
監 

　
㈱
P
A
G
E
の
実
績
は
。
 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
整
備
の
目

的
は
。
 

技
監 

町
長 

　
駅
前
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

来
訪
者
や
地
域
住
民
の
交
流
を

中
心
に
観
光
交
流
を
図
り
ま
す
。
 

　
　
川
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

観
光
・
歴
史
・
文
化
に
関
す
る

情
報
発
信
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
　
川
界
隈
の
魅
力
を
高
め
な

が
ら
観
光
交
流
を
図
り
ま
す
。
 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
連
携
し
、

町
全
体
の
観
光
を
活
性
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
２
つ
の
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
町
の
関
与
の
仕
方

も
含
め
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
く
の
か
。
 

地
域
振
興
課
長 

　
２
つ
の
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
観
光
客
や
地
域
住
民
の
た

め
の
施
設
で
、
交
流
の
場
や
憩

い
の
場
と
し
て
の
活
用
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
町
民
の
要
望
等

を
指
定
管
理
者
に
伝
え
、
適
正

な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。
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指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
 

　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
を
運
営

す
る
上
で
の
実
績
と
し
て
は
、

㈱
P
A
G
E
の
構
成
員
で
あ
る

㈱
神
戸
新
聞
社
の
情
報
発
信
力

や
企
画
力
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
㈱
神
戸
新
聞
社
は

神
戸
市
の
２
施
設
を
指
定
管
理

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
一
定
の

収
益
を
上
げ
な
が
ら
着
実
に
利

用
者
数
を
増
や
し
て
お
り
、
市

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。
 

　
一
方
、
今
後
予
定
し
て
い
る

大
庄
屋
三
木
家
住
宅
や
旧
　
川

郵
便
局
に
つ
い
て
は
、
古
民
家

を
再
生
し
た
宿
泊
業
を
得
意
と

す
る
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の

得
意
分
野
で
、
全
国
８
箇
所
で

の
実
績
が
あ
り
ま
す
。
撤
退
し

た
事
例
は
な
く
、
い
ず
れ
も
堅

実
な
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

福崎駅前観光交流センター 
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社
会
保
障
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成
３０
年
４
月
１
日
か
ら
介
護
・
 

障
害
福
祉
制
度
に
お
け
る
「
縦
割
り
」
の
支
援
制
度
を
見
直
し
、

障
が
い
者
が
６５
歳
以
上
に
な
っ
て
も
使
い
慣
れ
た
事
業
所
で
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
的
に
利
用
で
き
、
限
ら
れ
た
福
祉
人
材
の
有
効
活
用

を
行
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
福
崎
町
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
主
体
と
な
り
、
第
１

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
な
ぐ
さ
の
郷
」
で
１０
月
１
日
か

ら
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長 

　
障
が
い
者
の
特
性
に
合
っ

た
研
修
の
実
施
は
。
 

　
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
、

事
業
所
内
研
修
は
も
ち
ろ
ん
、

積
極
的
な
部
外
研
修
へ
の
参

加
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長 

　
町
内
で
の
需
要
の
見
込
み
は
。

　
現
在
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に

具
体
的
に
お
聞
き
を
し
て
い

る
の
は
３
名
程
度
で
す
。
 

健
康
福
祉
課
長 

　
な
ぐ
さ
の
郷
で
は
最
大
で
何

名
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
の
か
。
 

　
な
ぐ
さ
の
郷
の
定
員
は
３０
名

で
す
。
介
護
保
険
で
既
に
１
日

平
均
２２
〜
２３
名
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
の
で
、
空
き
は
７
〜
８

名
で
す
。
 

健
康
福
祉
課
長 

　
希
望
者
が
増
え
て
き
た
場
合

の
対
応
は
。
 

　
利
用
者
が
増
え
て
き
た
場
合

は
、
第
２
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
す
み
よ
し
の
郷
」

で
の
実
施
も
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
 

障害児者 

現　行 

 

サービスを提供する場合、 
それぞれ指定基準を 
満たす必要がある 

障害 福祉サービス事業所等 介護 保険事業所 
障害 福祉サービス事業所等 

介護 保険事業所 

新 
共生型サービス事業所 

高齢者 
介護保険サービス事業 
所等であれば、障害福祉 
サービス事業所の指定 
も受けやすくする例を 
設ける。 
※逆も同じ 

なぐさの郷 

障害児者 高齢者 
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エ
ル
デ
ホ
ー
ル
空
調
設
備
改
修
 

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
空
調
設
備
改
修
 

　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
は
平
成
５
年
の

開
設
以
来
２５
年
が
経
過
し
て
お
り
、

老
朽
化
し
た
空
調
設
備
を
改
修
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

町
長 

　
入
札
参
加
者
を
も
っ
と
増
や
せ
な

い
の
か
。
 

　
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
て
入
札

参
加
者
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
結
果

と
し
て
は
５
者
に
よ
る
入
札
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
数
の
増
加
も
含
め

て
入
札
参
加
者
審
査
会
で
検
討
し
ま

す
。
 

工 事 名 称　エルデホール空調設備改修工事 

契 約 金 額　１億６２５２万５０００円 

工　　　期　令和２年３月３１日まで 

契約の相手　㈱三冷社 神戸支店 

副
町
長
　
近
藤
博
之
氏
の
選
任
に
同
意
 

住 

所
 

福
崎
町
西
田
原
 

任 

期
 

令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら
 

４
年
間
 

 
報　告 

（質疑のみ） 
 

 
 

人　事 
 

契　約 

 
 
 
 

条　例
 

 
 
 

令和元年度 
補正予算 
 

その他 

議　　案　　名 概　　要 

全員賛成で同意・可決した議案 

議案の審議結果 

平成３０年度兵庫県町土地開発公社事業報告及び令和元
年度事業計画 
平成３０年度福崎町一般会計予算繰越明許費にかかる繰
越計算書の報告 
平成３０年度福崎町水道事業会計予算繰越計算書の報告 
平成３０年度福崎町下水道事業会計予算繰越計算書の報告 
議会の委任による専決処分の報告 
（新町大井堰災害復旧工事） 
副町長の選任 
工事請負契約 
（エルデホール空調設備改修工事） 
福崎町老人デイサービスセンターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例 
福崎町水道事業給水条例の一部を改正する条例 
福崎町工業用水道事業給水条例の一部を改正する条例 
福崎町分担金徴収条例の一部を改正する条例 
福崎町下水道条例の一部を改正する条例 
福崎町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例 
一般会計補正予算（第２号） 
介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 
福崎町駅前観光交流センター及び福崎駅前交流広場の
指定管理者の指定 
福崎町　川観光交流センターの指定管理者の指定 

 
 
 
 
 
 
 
４２４万円の減額

 
近藤博之氏 
契約金額　１億６２５２万５０００円 
契約の相手　㈱三冷社 神戸支店 
共生型サービス実施のための
一部改正 
１０月からの消費税増税に伴う改正 

同　上 
同　上 
同　上 

同　上
 

 
６３０万円の増額 
１６０万円の増額 

㈱PAGEを指定
 

 
㈱PAGEを指定 
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総務文教常任委員会 

小・中学校に空調設備設置 小・中学校に空調設備設置 小・中学校に空調設備設置 

　夏季の猛暑等により、児童・生徒が熱中症等
の健康被害に陥ることがないように、町内小学
校４校、中学校２校（普通教室６０室・特別支
援教室１８室）の空調設備設置工事が完成し、
快適な環境で教育が受けられます。 
　５月の委員会で、田原小学校の設置工事の様
子を現場視察しました。 

委

員

長
　
山
口
　
　
純
 

副
委
員
長
　
木
村
い
づ
み

委
　
　
員
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年

委
　
　
員
　
前
川
　
裕
量
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

福崎小学校北校舎長寿命化改修実施設計業務を委託 

第３７回福崎町美術展 

　学校施設等長寿命化計画に基づき、今年度か
ら福崎小学校北校舎の改修業務に着手します。 
　福崎小学校の北校舎は昭和５３年に建てられ
てから４０年以上が経過し、老朽化に伴い外壁
の一部に鉄筋が露出したり、窓の廻りに雨水の
漏水がみられます。来年度予算で工事費を計上
できるよう実施設計を進めているとのことです。 
 
落札業者　㈱小西建築設計事務所 
金　　額　８５４万７０００円 
施工期日　令和元年１２月２７日 

　５月１７日から１９日まで第３７回
福崎町美術展がエルデホールで開
催され、洋画・日本画・書・彫塑
工芸・写真の５部門に２０１点の応
募がありました。 

日本画の部 町議会議長賞 
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姫路市との連携コミュニティバス 
　運行社会実験へ 

民生まちづくり常任委員会 

姫路市との連携コミュニティバス 
　運行社会実験へ 
姫路市との連携コミュニティバス 
　運行社会実験へ 

委

員

長
　
小
林
　
　
博

副
委
員
長
　
竹
本
　
繁
夫

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

トヨタ・モビリティ基金採択 運行は１０月から予定 

　本町では平成３０年３月に福崎町公共交通網
形成計画を策定して公共交通の充実に努めてい
ます。 
　その施策の一つに姫路市との連携コミュニティ
バスの運行があります。 
　この計画は、福崎駅から工業団地を経由して
溝口駅とを結ぶコースと、日中は市町間の交通
空白地をつなぎ、交流人口の増加を目指すコー
スですが、その一番の課題は財源の確保でした。 
　そのような中、トヨタ・モビリティ基金に応
募したところ採択となり、２年間で約２,７００万
円の助成が決定したという報告がありました。 
　今後、姫路市と調整の上、地域公共交通活性
化協議会で具体的な検討を進めていくとのこと
です。 

市町間連携コース 通勤コース 

文化センター、福崎駅 

　 

溝口ニュータウン 

　 

溝口駅 

　 

福崎町市街地 

福崎駅 

　 

工業団地 

　 

溝口ニュータウン 

　 

溝口駅 

社会実験期間（予定）  
令和元年１０月１日から 
　　令和３年３月３１日まで 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　
１２
人
乗
り
の
ト
ヨ
タ
の
車

を
リ
ー
ス
し
て
社
会
実
験
を
実

施
し
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　
新
た
な
車
両
を
配
備
す
る
の

か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　
町
や
姫
路
市
の
負
担
は
。
 

 ど
れ
く
ら
い
効
果
を
上
げ
た
ら

本
格
的
な
実
施
と
な
る
の
か
。
 

　
そ
の
デ
ー
タ
を
取
る
た
め
に

社
会
実
験
を
実
施
す
る
の
で
す

が
、
な
か
な
か
採
算
を
取
る
の

は
困
難
で
す
。
社
会
実
験
の
結

果
、
そ
の
事
業
効
果
を
勘
案
し

な
が
ら
、
町
や
姫
路
市
の
負
担

も
求
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

豆 知 識 

トヨタ・モビリティ基金とは 

　一般財団法人トヨタ・モビリティ

基金が「地域に合った移動の仕組み

作り」に取り組む国内の自治体など

を支援する助成金プログラム。 

　
ト
ヨ
タ
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
基
金

か
ら
全
額
助
成
が
あ
り
ま
す
の

で
、
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 



委
員
長
　
小
林
　
　
博
 

副
委
員
長
　
城
谷
　
英
之
 

福崎駅周辺整備対策特別委員会・ごみ処理計画検討特別委員会 

駅前交流広場 完成は9月末 駅前交流広場 完成は9月末 駅前交流広場 完成は9月末 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

最優先候補地は「福崎町田口」 最優先候補地は「福崎町田口」 最優先候補地は「福崎町田口」 

　令和元年５月に福崎駅周辺整備事業にかかる
すべての用地を取得完了したとの報告がありま
した。秋に予定の完成記念式典までに福崎駅田
原線の歩道工事を完了させる予定としています。 
　また、工事が進む駅前交流広場は、９月末ま
での完成を目指すとのことです。 
　駅前観光交流センターの内装工事は指定管理
者が決定してから進められます。完成記念式典
にあわせて供用開始される見込みです。 

・ARスタンプラリー 
・周遊型リアルイベント 
・シェフを対象とした農家を
巡るツアー　＆ 
シェフと一緒に行く　川観
光ツアー　 
・三木家住宅ウェディングセ
レモニー 

観光コンテンツ創出事業 　　　実施時期 

最優先候補地の位置図 

神崎郡ごみ処理施設建設用地 

すべての用地を取得完了 

　ごみ処理施設建設用地選定委員会での検討の
結果、①道路整備等についての懸念事項がより
少ないこと、②施設整備にかかる総費用が安価
なこと、③危険地域に該当しないことなどから、
福崎町田口を最優先候補地にするという答申が

ありました。これを受け神崎郡３町の協議を経
て新ごみ処理施設の最優先候補地を福崎町田口
に決定したとの報告がありました。 
　今後、候補地及び周辺地域にていねいに説明
をしていくとのことです。 

答申を受け最優先候補地を決定 

※実施時期は予定です。 

※上記敷地のうち、２haを予定 

11 ふくさき議会だより　第151号 

塩田西山 貝谷 

梨ノ木 

大十㈱福崎倉庫 

：応募区域 

７月末～ 
秋ごろ～ 
７月ごろ 
 
１１月ごろ 
 
秋ごろ～ 

最優先候補地 

神戸医療 
福祉大学 

福崎駅 



一般質問 
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「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方や町 
政をただし、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする大切な 
場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告します。議員の 
質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した議員が原稿を起こし 
「議会だより」に掲載しています。 

 

①尾　新町長の政治姿勢と町政の推

進について 

 

②介護保険と社会制度の信頼につい

て 

 

 

①町長の行政への取り組みについて 

 

②区長会要望について 

 

③森林について 

 

④防災について 

 

 

①区長等文書のペーパーレス化要

望について 

 

②町民に響く情報発信の模索につい

て 

 

三 輪 一 朝  

城 谷 英 之  

山 口 　 純  

小 林 　 博  

石 野 光 市  

通 告 の 内 容  

 
 
①前回質問事項その後について 
 
 
②七種山周辺の整備について 
 
 
③防災対策について 
 
 
④高齢者対策について 
 
 
⑤「自治体戦略2040構想」について 
 
 
 
 
①市川の河川内の雑木林について 
 
 
②ごみ処理施設について 
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一般質問 

  

町
長
 

問  
 
町
長
選
立
候
補
時
の

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
に
あ
る

「
公
平
公
正
な
行
政
で
福

崎
の
新
時
代
を
切
り
開
い

て
い
き
た
い
」
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
な
の
か
。
 

問  
 
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
に

あ
る
「
新
た
な
改
革
に
も

挑
戦
」
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
な
の
か
。
 

　
町
政
を
担
う
に
あ
た
っ

て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、

し
っ
か
り
と
説
明
責
任
を

は
た
し
、
住
民
の
信
頼
を

得
る
行
政
を
行
う
こ
と
と

考
え
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
に
は
、
住
民

の
立
場
の
違
い
に
か
か
わ

ら
ず
公
平
公
正
な
行
政
を

行
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
 

　
ま
た
、
公
平
公
正
は
私

の
理
念
で
も
あ
り
ま
す
。

町
行
政
の
全
般
を
通
じ
て

取
り
組
む
所
存
で
す
。
 

町
長
 

町
長
 

問  
 
本
町
で
は
過
去
の
諸

事
業
、
駅
周
辺
整
備
事
業

な
ど
で
償
還
が
大
規
模
と

な
る
上
に
、
学
校
、
橋
梁

等
の
膨
大
な
長
寿
命
化
費

用
や
、
市
川
を
横
断
す
る

橋
梁
に
多
額
の
事
業
費
を

要
す
る
町
道
福
崎
駅
田
原

線
延
伸
が
視
野
に
あ
る
。

町
長
は
諸
事
業
の
遂
行
と

財
政
の
健
全
性
と
の
は
ざ

ま
で
、
ど
の
よ
う
に
か
じ

取
り
を
さ
れ
る
の
か
。
 

　
町
行
政
の
運
営
は
財
政

の
健
全
性
を
無
視
し
て
進

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

永
遠
の
課
題
で
あ
る
行
政

改
革
を
進
め
な
が
ら
、
事

業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド

ビ
ル
ド
や
、
国
、
県
の
補

助
制
度
の
情
報
を
素
早
く

入
手
し
て
財
源
確
保
に
努

め
、
事
業
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
に
も
、
毎
年

ロ
ー
リ
ン
グ
で
作
成
し
て

い
る
総
合
計
画
の
実
施
計

画
や
、
１０
年
間
の
収
支
見

通
し
を
も
と
に
堅
実
か
つ

持
続
可
能
な
行
政
運
営
を

進
め
ま
す
。
 

　
行
政
も
世
の
中
の
変
化

に
対
応
し
た
改
革
を
行
わ

な
い
と
、
行
政
の
停
滞
を

招
く
恐
れ
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
 

　
変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は

変
え
る
、
守
る
べ
き
と
こ

ろ
は
守
り
、
世
の
中
の
変

化
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
 

住民の立場の違いにかかわらず、公平公正な行政を行います 
三輪 一朝 

町
長
 

問  
 
役
場
職
員
の
業
務
の

遂
行
に
は
、
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
保
つ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
一

方
、
役
場
職
員
の
事
務
量

が
増
加
し
つ
つ
あ
っ
て
、

職
員
に
は
急
激
に
変
化
す

る
社
会
構
造
に
対
応
で
き

う
る
業
務
遂
行
能
力
へ
の

一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
職
員

が
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
発
揮
で
き
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え

は
ど
う
な
の
か
。
 

　
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
状
況
に
よ
り
職
務
遂

行
効
率
が
上
下
す
る
と
理

解
し
て
い
ま
す
。
 

　
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
は
研
修
が
基
本
で
、
職

員
が
自
ら
自
己
研
さ
ん
の

気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
環

境
づ
く
り
も
大
切
で
す
。
 

　
ま
た
、
職
員
と
の
間
の

風
通
し
を
良
く
し
て
建
設

的
な
報
告
連
絡
相
談
の
関

係
を
築
く
な
ど
、
職
員
の

や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
取

り
組
み
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
 

総合計画 
地方自治体が策定し、自治体の全ての計画の基本と 
なり、行政運営の総合的な指針となる計画 
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一般質問 

  

橋本前町長と政策が違うということはありません 
城谷 英之 

問 問  
 
継
承
か
ら
発
展
へ
。

橋
本
町
政
を
引
き
継
ぎ
、

活
力
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い

福
崎
町
を
目
指
し
、
尾
　

町
長
が
掲
げ
ら
れ
た
６
つ

の
約
束
と
は
何
か
。
 

  

町
長
 

　
一
つ
目
の
、
ア
ク
セ
ス

便
利
な
町
は
、
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
、
駅
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
ま
だ
不
十
分
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

部
分
を
強
化
し
た
い
。
 

　
二
つ
目
の
、
子
ど
も
を

育
て
や
す
い
町
は
、
中
学

3
年
生
ま
で
の
医
療
費
の

無
料
化
に
加
え
、
高
校
3

年
生
ま
で
の
入
院
費
の
無

料
化
を
進
め
ま
す
。
保
健

セ
ン
タ
ー
の
土
曜
日
開
庁

を
実
施
し
、
平
日
に
来
ら

れ
な
い
保
護
者
の
育
児
相

談
を
始
め
ま
す
。
 

　
三
つ
目
の
、
安
全
安
心

の
町
は
、
自
然
災
害
の
多

い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
公
共
下
水
の
雨

水
幹
線
整
備
な
ど
を
進
め
、

安
全
安
心
を
確
か
な
も
の

に
し
た
い
。
 

　
四
つ
目
の
、
産
業
が
元

気
な
町
は
、
東
部
工
業
団

地
の
拡
張
を
進
め
、
よ
り

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
 

　
五
つ
目
の
、
高
齢
者
に

優
し
い
町
は
、
巡
回
バ
ス

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、

移
動
ス
ー
パ
ー
「
ふ
く
ふ

く
ま
る
」
を
支
援
し
、
高

齢
者
が
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
福
崎
町
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
 

　
六
つ
目
の
、
魅
力
あ
る

観
光
の
町
は
、
河
童
や
妖

怪
を
活
用
し
た
観
光
振
興

を
進
め
、
福
崎
町
が
目
指

す
、
活
力
あ
ふ
れ
、
風
格

の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
 問 農

林
振
興
課
長
 

　
住
民
参
加
型
の
里
山
林

の
再
生
等
を
行
う
事
業
で
、

森
林
・
山
村
多
面
的
機
能

発
揮
対
策
交
付
金
で
、
国

６/８
、
県
１/８
、
町
１/８
の
割
合

で
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。 

　
令
和
２
年
度
採
択
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
県
道
中
寺
北
条
線
の
拡

幅
整
備
の
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
防
草
シ
ー
ト
な

ど
実
現
可
能
な
対
象
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。
 

問  
 
児
童
公
園
か
農
業
公

園
は
作
れ
な
い
か
。 

町
長
 

　
公
園
が
ほ
し
い
と
い
う

話
は
聞
こ
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

森
林
を
守
っ
て

森
林
を
守
っ
て
 

い
く
た
め
に

い
く
た
め
に
 

森
林
を
守
っ
て
 

い
く
た
め
に
 

子
育
て
世
代
の

子
育
て
世
代
の
 

た
め
に

た
め
に
 

子
育
て
世
代
の
 

た
め
に
 

 
森
林
山
村
の
多
面
的
機

能
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う

事
業
な
の
か
。
福
崎
町
で

事
業
を
行
う
事
が
で
き
る

の
か
。
補
助
金
等
は
。
 

道
路
安
全
を
守
っ
て

道
路
安
全
を
守
っ
て
 

い
く
た
め
に

い
く
た
め
に
 

道
路
安
全
を
守
っ
て
 

い
く
た
め
に
 

 
 
県
道
中
寺
北
条
線
に

つ
い
て
、
今
年
度
、
前
年

度
と
、
防
草
シ
ー
ト
、
路

肩
の
拡
張
も
実
施
し
て
い

た
だ
い
た
。
今
後
も
、
少

し
ず
つ
で
も
よ
い
の
で
、

防
草
シ
ー
ト
、
路
肩
の
拡

幅
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
 

「ひょうご防災ネット」は県・市・
町からの緊急情報、地震、津波、気象
警報など防災に関する様々な情報を
提供するサービスです。 
 
主な機能 
・マイ避難カード作成 
（逃げ時通知でカード表示） 
・複数市町の登録が可能 
（自宅、職場、現在地 等） 
・避難場所の地図検索 

①「危険性」を知る 
災害時の危険性を福崎町防災 
マップ等で調べる 

②「避難行動」を考える 
災害時の避難行動を決める 
（明るいときは最寄りの避難所、 
　暗いときは自宅２階 等） 

③「逃げ時」を考える ③「逃げ時」を考える 
逃げるタイミングを決める 
（避難勧告、洪水警報 等） 

④「避難場所」を調べる 
避難場所を決める 
（公民館、学校 等） 

携帯・スマホアプリを活用して 
災害に備えましょう 
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一般質問 

  

総
務
課
長
 

問 　 
 
Y
o
u
T
u
b
e

『
山
口

純
チ
ャ
ン
ネ
ル
』
で
福
崎

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
開

票
結
果
を
生
配
信
し
た
と

こ
ろ
、
６５
歳
以
上
の
視
聴

回
数
が
全
体
の
４９
%
だ
っ

た
。
３５
歳
か
ら
６４
歳
は
１０

%
台
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
で

Y
o
u
T
u
b
e

を
見
る
人
の

視
聴
時
間
が
長
い
傾
向
も

確
認
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ

に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
情

報
発
信
の
仕
組
み
づ
く
り
、

福
崎
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

テ
レ
ビ
局
立
ち
上
げ
の
調

査
研
究
を
し
て
は
ど
う
か
。
 

問  
 
福
崎
町
が
先
頭
に
立

っ
て
打
ち
出
せ
ば
状
況
も

変
わ
る
の
で
は
。
よ
り
便

利
に
、
よ
り
効
率
的
に
、

結
果
と
し
て
節
減
に
つ
な

が
る
よ
う
な
形
が
あ
る
の

で
は
。
 

　
情
報
発
信
が
よ
り
よ
く

興
味
深
い
も
の
に
な
る
と

い
う
事
は
十
分
理
解
は
し

ま
す
。
た
だ
、
費
用
対
効

果
の
点
で
、
今
の
段
階
で

す
ぐ
に
取
り
組
む
の
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
近
隣

市
町
の
動
向
を
十
分
把
握

し
て
、
た
え
ず
意
識
は
し

て
お
き
ま
す
。
 

  

総
務
課
長
 

問 　  

近
隣
市
町
は
気
に
せ

ず
、
福
崎
町
発
で
や
っ
て

い
け
ば
よ
い
。
ま
ず
は
テ

レ
ビ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
動
画

に
親
し
む
た
め
の
呼
び
水

と
し
て
、
テ
レ
ビ
に
つ
な

ぐ
ク
ロ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
な

ど
を
助
成
し
て
み
て
は
ど

う
か
。
 

　
今
の
段
階
で
は
住
民
の

理
解
を
得
に
く
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

町
長
 

問 　  

声
を
あ
げ
る
町
民
よ

り
、
声
高
に
自
分
の
意
見

を
唱
え
る
こ
と
を
し
な
い

大
衆
の
方
が
多
い
の
が
福

崎
町
民
の
現
状
。
無
関
心

の
町
民
が
目
を
引
く
よ
う

な
積
極
的
な
情
報
発
信
の

方
法
を
打
ち
出
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
 

　
私
は
基
本
的
に
は
新
聞

を
手
元
に
置
い
て
見
た
い

と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
人
間
で

す
。
一
応
、
ス
マ
ホ
は
持

っ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ス
記

事
を
読
ん
だ
り
は
し
ま
す
。

な
か
な
か
面
白
い
提
案
で

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
現
状
で
不
自

由
は
な
い
と
い
う
の
が
感

想
で
す
。
 

総
務
課
長
 

　
メ
ー
ル
で
済
ま
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
手
間
も
省
け

ま
す
し
紙
資
源
の
節
約
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
行
政
が
便
利
に

な
っ
て
も
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
便
利
に
な
る
か
、
疑

問
が
残
り
ま
す
。
 

面白い提案ですが、現状で不自由はありません 
山口 　純 

区
長
等
文
書
の
　

区
長
等
文
書
の
　
 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
 

区
長
等
文
書
の
　
 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
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一般質問 

  

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問  
 
高
岡
地
区
で
の
大
型

太
陽
光
発
電
施
設
計
画
の

進
行
状
況
及
び
西
治
の
問

題
そ
の
後
の
進
捗
は
。
行

政
不
信
を
招
か
ぬ
取
り
組

み
を
求
め
る
。
 

問  
 
七
種
山
周
辺
は
自
然

や
歴
史
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

町
行
政
の
基
本
姿
勢
は
。
 

　
矢
口
の
件
は
新
会
社
で

地
元
協
議
、
測
量
・
設
計

等
を
や
り
直
し
て
い
ま
す
。

７
月
に
神
谷
・
長
野
役
員

会
に
て
計
画
説
明
を
予
定
、

役
場
も
出
席
し
ま
す
。
西

治
で
は
水
路
整
備
等
が
遅

れ
て
お
り
厳
し
く
指
導
し

ま
し
た
。
 

地
域
振
興
課
長
 

　
総
合
計
画
で
、
健
康
づ

く
り
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
観
光
ゾ
ー
ン
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
 

地
域
振
興
課
長
 

問  
 
遊
歩
道
・
案
内
表
示

等
の
管
理
責
任
と
整
備
は
。
 

　
役
場
の
関
係
課
、
観
光

協
会
、
財
産
区
に
責
任
が

あ
り
ま
す
。
自
然
環
境
の

保
全
を
基
本
に
観
光
地
と

し
て
危
険
箇
所
の
解
消
や

老
朽
設
備
の
更
新
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問  
 
ア
ク
セ
ス
な
ど
道
路

問
題
の
方
針
は
。
 

　
県
道
拡
幅
は
県
に
要
望

を
続
け
、
危
険
箇
所
は
町

で
応
急
の
対
処
を
し
ま
す
。
 

地
域
振
興
課
長
 

問  
 
携
帯
電
話
の
受
信
範

囲
拡
大
に
つ
い
て
は
。
 

　
携
帯
電
話
事
業
者
と
調

整
を
図
り
、
安
全
と
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。
 

町
長
 

　
三
課
が
一
緒
に
調
査
確

認
す
る
よ
う
指
示
し
ま
す
。
 

県と共に指導をしていきます 
小林 　博 

七
種
山
周
辺
整
備

七
種
山
周
辺
整
備
 

七
種
山
周
辺
整
備
 

七
種
山
周
辺
整
備
 

公
営
企
業
管
理
者
 

問  
 
都
市
化
と
共
に
雨
水

排
水
問
題
が
課
題
と
な
る
。

行
政
が
宅
地
化
の
誘
導
、

道
路
や
公
共
施
設
整
備
を

し
な
が
ら
対
策
を
自
治
会

任
せ
に
す
る
の
は
不
合
理
。

雨
水
排
水
計
画
を
持
ち
、

事
業
化
や
開
発
に
対
応
す

べ
き
と
考
え
る
。
 

問  
 
直
谷
雨
水
幹
線
計
画

の
進
捗
状
況
は
。
 

問 　
　
高
橋
の
廃
材
堆
積
は

防
災
上
も
問
題
。
ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
。
 

　
　
構
想
は
自
治
体
行
政

の
平
準
化
と
民
間
委
託
の

推
進
、
職
員
の
半
減
を
国

よ
り
強
制
し
よ
う
と
す
る

も
の
。
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
か
。
 

問 

　
雨
水
排
水
事
業
の
基
準

に
沿
っ
て
進
め
て
い
ま
す

が
、
財
政
の
状
況
に
よ
り

末
端
の
水
路
改
修
ま
で
は

対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
 

町
長
 

　
こ
れ
ま
で
区
画
整
理
計

画
も
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

個
別
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
 

　
国
庫
補
助
を
受
け
詳
細

設
計
に
入
り
ま
し
た
。
工

事
は
令
和
３
年
度
か
ら
３

年
間
の
予
定
で
す
。
 

企
画
財
政
課
長
 

上
下
水
道
課
長
 

　
業
者
は
分
別
、
持
ち
出

し
に
１
年
程
度
か
か
る
と

言
っ
て
い
ま
す
。
県
と
共

に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

問 　
　
加
齢
性
難
聴
対
策
と

し
て
補
聴
器
購
入
補
助
や

医
療
適
用
が
課
題
だ
が
ど

う
か
。
 

　
確
定
申
告
の
医
療
費
控

除
の
対
象
に
は
な
っ
て
い

ま
す
。
国
・
県
の
対
策
を

求
め
て
い
き
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
自
治
体
の
主
体
性
で
施

策
の
選
択
、
使
い
勝
手
の

良
い
制
度
設
計
を
望
ん
で

い
ま
す
。
 

防
災
対
策

防
災
対
策
 

防
災
対
策
 

自
治
体
戦
略
　

自
治
体
戦
略
　
 

２
０
４
０
構
想

２
０
４
０
構
想
 

自
治
体
戦
略
　
 

２
０
４
０
構
想
 

高
齢
者
対
策

高
齢
者
対
策
 

高
齢
者
対
策
 

あじさいの小道（高岡の里） 
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一般質問 

問  
 
市
川
で
香
福
橋
の
上

流
側
で
大
雨
の
際
に
水
位

の
上
昇
が
繰
り
返
し
起
こ

っ
て
き
た
。
 

　
市
川
河
川
内
の
雑
木
の

撤
去
を
こ
の
間
、
求
め
て

き
た
。
 

　
２
０
１
８
年
２
月
頃
に

は
県
事
業
で
姫
路
市
内
の

生
野
橋
上
流
側
と
と
も
に

香
福
橋
の
上
流
側
で
立
木
、

雑
木
の
除
根
撤
去
が
行
わ

れ
た
。
 

　
数
年
前
に
八
反
田
の
西

の
市
川
河
川
内
で
雑
木
林

の
伐
採
が
行
わ
れ
た
が
、

切
り
株
を
残
す
も
の
で
あ

っ
た
た
め
、
近
年
は
以
前

の
伐
採
前
の
よ
う
に
雑
木

が
繁
茂
す
る
状
態
に
な
り
、

川
の
水
位
が
増
し
た
と
き

に
水
流
を
妨
げ
、
流
速
を

低
下
さ
せ
る
な
ど
の
弊
害

と
と
も
に
、
市
川
河
川
内

で
の
込
み
入
っ
た
雑
木
林

の
状
態
の
た
め
に
野
生
動

物
の
す
み
か
、
繁
殖
地
と

な
る
よ
う
な
事
態
が
生
ま

れ
た
。
 

　
今
年
度
、
こ
の
区
域
に

つ
い
て
も
今
、
雑
木
撤
去

の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
今
後
は
雑
木
繁
茂
が

深
刻
と
な
ら
な
い
よ
う
、

管
理
を
求
め
る
が
ど
う
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問  
 
防
災
と
親
水
を
組
み

合
わ
せ
た
河
川
整
備
は
ど

う
か
。
 

　
県
の
平
成
３０
年
度
繰
越

事
業
と
し
て
今
、
八
反
田

の
西
側
２
ha
の
雑
木
の
伐

木
除
根
工
事
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
引
き
続

き
雑
木
が
大
き
く
な
ら
な

い
う
ち
に
実
施
し
て
も
ら

う
よ
う
県
に
要
望
し
て
い

き
ま
す
。
 

技
監
 

　
次
期
の
河
川
整
備
計
画

の
策
定
を
含
め
検
討
し
て

い
き
た
い
。
 

問  
 
ご
み
処
理
施
設
で
の

処
理
方
式
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
っ
た
り
、
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
が
付
随
し
た
り
す
る
。
 

　
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
慎

重
な
検
討
が
行
わ
れ
て
、

住
民
に
も
そ
の
経
過
が
示

さ
れ
る
よ
う
な
形
を
望
む

が
、
ど
う
か
。
 

町
長
 

　
ご
み
に
つ
い
て
は
多
種

多
様
な
処
理
方
式
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
神
崎
郡
の
施

設
の
整
備
計
画
は
、
今
年

1
年
、
時
間
を
か
け
て
、

ど
の
処
理
方
式
が
最
も
適

当
な
の
か
を
よ
く
議
論
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
過

程
も
議
会
や
住
民
の
皆
様

に
も
よ
く
お
知
ら
せ
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

雑木が大きくならないよう、県に要望していきます 
石野 光市 

住
民
生
活
課
長
 

問  
 
新
設
さ
れ
よ
う
と
す

る
ご
み
処
理
施
設
で
、
可

燃
ご
み
の
処
理
方
式
の
検

討
は
こ
れ
か
ら
と
思
わ
れ

る
。
 

　
香
川
県
三
豊
市
で
採
用

の
バ
イ
オ
マ
ス
（
ト
ン
ネ

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
）
を
検
討

す
べ
き
と
の
声
を
聞
く
。

建
設
費
の
負
担
や
二
酸
化

炭
素
の
発
生
抑
制
も
期
待

さ
れ
る
が
、
生
成
す
る
固

形
燃
料
の
引
き
取
り
先
の

確
保
が
課
題
と
な
る
。
様

々
な
処
理
方
式
が
慎
重
に

検
討
さ
れ
、
最
善
の
方
式

が
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
。
廃
熱
利
用
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。
 

　
新
ご
み
処
理
施
設
で
の

可
燃
ご
み
処
理
方
式
に
つ

い
て
こ
れ
か
ら
策
定
し
て

い
き
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス

で
は
処
理
後
の
燃
料
の
長

期
に
わ
た
る
引
き
取
り
先

の
確
保
が
必
要
で
す
。
廃

熱
利
用
に
つ
い
て
は
国
の

交
付
金
を
受
け
る
た
め
に

一
定
割
合
以
上
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
が
必
要
で
す
が
、

ご
み
量
が
多
く
は
見
込
め

な
い
た
め
、
施
設
で
使
用

す
る
電
力
の
一
部
を
ま
か

な
う
程
度
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
 

新
ご
み
処
理
施
設

新
ご
み
処
理
施
設
 

新
ご
み
処
理
施
設
 南田原（八反田）からみた市川の様子　6月12日撮影 
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○審査基準 
 
 
○応募用紙 
 
 
○応募方法 
 
 
○募集期間 
 
○結果発表 

魅力があり、親しみやすく覚えやすい。 
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野

光
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柴

田

幹
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委
　
　
員
　
城
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英
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委
　
　
員
　
竹

本

繁
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委
　
　
員
　
松

岡

秀

人
 

議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

編
集
後
記
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あじさいの小道（高岡） 沙羅の花（應聖寺） 

　
本
号
が
お
手
元
に
届
く
頃
は
、

ま
さ
に
盛
夏
で
あ
る
。
 

　
夏
の
風
物
詩
は
数
あ
れ
ど
夏
の

夜
空
に
満
開
に
咲
く
打
ち
上
げ
花

火
は
、
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
で

あ
る
。
 

　
人
が
世
に
送
り
出
し
た
も
の
の

中
で
最
も
素
晴
ら
し
い
も
の
の
一

つ
と
も
思
え
る
。
 

　
花
火
そ
の
も
の
の
美
し
さ
に
併

せ
、
桜
を
思
わ
せ
る
散
り
際
の
美

し
さ
が
好
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
 

　
尺
玉
と
言
わ
れ
る
打
ち
上
げ
花

火
は
、
打
ち
上
げ
か
ら
１５
秒
を
経

ぬ
間
に
夜
空
を
染
め
て
散
り
ゆ
き
、

余
韻
を
も
漂
わ
せ
る
。
 

　
夏
に
は
日
本
各
地
で
花
火
が
打

ち
上
が
る
。
福
崎
の
花
火
も
楽
し

み
た
い
も
の
だ
。
 

（
三
輪
一
朝
）
 

　福崎駅前と　川の２つの観光交流センターの愛称
を募集しています。多くの方のご応募をお待ちして
います。 

　議会だよりの表紙・フォ
トニュースの写真を皆様か
ら募集します。 
　応募のお問い合わせは、
下記まで。 

次の定例会は 

9月6日 開催予定 
　本会議・委員会の傍聴に 
おこしください。 


